碧南・津レース　優勝記　　ホーネット　ヘルムス：金田

ホーネットチーム　メンバー8人集まりロングレースの準備万端
天気予報では、西の風　１５ノットくらいだから
三河湾内は、できればスピンランで、伊勢湾に出たらクローズのロングで
大変だろうなぁと思いながら、当日の朝の集合場所に向かう

スタート前にスタート位置確認を何度も行い、矢作川河口ブイから、ポートでアプローチし
タック返して、スピンにてスタートと戦略立てる
スタートは予定通りのアプローチでライン切る、ポジションは、本部船よりほぼ最上寄りで中盤よりスタート
その後、強風でスピンが安定せず、じりじりと遅れていく
なるべく上より上っておきたいが、大磯の浅瀬を最終的に避けるため下るはめになるから無理に上らず走らせる
さらに風が強まりたまらずにスピンダウン、暫くして再度アップ挑戦するが、アップ途中サイドステーに引っ掛かり破損、あきらめずスピンを交換してアタック、風は１５ノット強
先航艇が浅瀬に乗り上げたようださらに2艇目が、左前に岩礁が出て波立っているのが見えている、
右はダメ！でもチグサが浅瀬に突っ込んでいく様子が見え、心配するも、まさかの３艇目がオンザロック
（後日、船体放棄し、海上保安庁に救出され、人員に負傷者が無いようで不幸中の幸いと知る）
スピンダウン、大磯浅瀬を越した辺りで前に見えるのは、３～4艇、野島に向け転進、風強くなり、ＮＯ２からNO3ジブに交換　風は２５ノット強
野島付近で、スーパーウェーブ（SW）艇とダンシングビーンズ（DB）艇に追いつく
しばらく、DBの下寄りをスターボで一緒に帆走、途中、DB艇はタックを返し
SWもしばらく行ってタックを返すが、我々はさらにスターボで西に向かう
前方にいたサイキが突然引き返しリタイアして行った。
ポートに返し暫くすると先行するスーパーウェーブ（SW）艇を発見
波をこしながら、ＳＷ艇のスピードに付いていくためにMAXにしないように走るがヘルムがきつく蛇行、
蛇行せず安定させた方が良いとのことで、クローズMAXに、ＳＷ艇に離れずついていく。
風は真正面、３０ノット超もあり伊勢湾横断は距離も長くタックを繰り返しゴールに近づく。
２年前のレースでゴール位置が見つからず、かなり余計に走ったトラウマがあり、先行SWの動静を注視しながらゴールに向かう　気づいたら、ＤＢ艇がいない？後続艇がいない？
そして、ゴールを出来たのは、LR艇、SW艇、そしてホーネットまさに、トライアルレース
ＴＲＳ相手のLR艇にはかなり遅れたから、１位は無いと思っていたが、修正結果は　優勝
スピンは１枚破損したが、人員無事でゴール出来、また他艇もトラブルがあったようだが人員は無事でなによりでした　大変おつかれさまでした
